
【 むらからくにへ 】（   ）時代
じ だ い

～（   ）時代
じ だ い

 

☆（  ）作
づく

りが広
ひろ

まって、人々
ひとびと

の暮
く

らしはどうなった？ 

良
よ

かったこと 米
こめ

は（   ）にくい。保存
ほ ぞ ん

しやすい。 

食
た

べ物
もの

のことだけを考
かんが

えて生
せい

活
かつ

しなくてもよくなった。 

      ↓ 

◎土器
ど き

や布
ぬの

、加工
か こ う

食品
しょくひん

など、（     ）自体
じ た い

の質
しつ

が上
あ

がる。 

困
こま

ったこと 米
こめ

は（    ）の代
か

わりになる。 

米
こめ

作
づく

りの上手
う ま

い人
ひと

、保存
ほ ぞ ん

の上手
じょうず

な人
ひと

は（    ）。 

      ↓ 

●（    ）の差
さ

、人
ひと

と人
ひと

が（     ）ようになる 

＜弥生
や よ い

時代
じ だ い

後半
こうはん

のむらの様子
よ う す

＞ 

 

長
なが

く張
は

り巡
めぐ

らされた（   ） 

 

は、よそのむらから 

 

（   ）  

 

（   ） を守
まも

るためのもの 

       

（   ） 

 

 

☆日本
に ほ ん

の歴史
れ き し

で、一番初
いちばんはじ

め 

に有名
ゆうめい

になった女性
じょせい

 

≪      ≫。 

・邪
や

馬
ま

台
たい

国
くに

の（    ） 

・（   ）の声
こえ

を聴
き

くと 

言
い

われた。 

 

・（   ）が集
あつ

まれば（   ）になる。 

・たくさんのくにを集
あつ

めて大国
たいこく

になり、日本
に ほ ん

のほとん

どを治
おさ

めた（     ）朝廷
ちょうてい

。 

・もっとも有名
ゆうめい

な日本
に ほ ん

の古墳
こ ふ ん

は 

 「（     ）古墳
こ ふ ん

」（仁徳天皇
にんとくてんのう

陵
りょう

とも言
い

う）。 

 

・カギ穴
あな

の形
かたち

は実
じつ

は 

逆
さか

さま！この 形
かたち

の

お墓
はか

が 

（      ）墳
ふん

 

という 



【 大王
おおきみ

から天皇
てんのう

へ 】（   ）時代
じ だ い

～（   ）時代 

①古墳
こ ふ ん

時代 

・古墳は（    ）や豪族
ごうぞく

など、有力者
ゆうりょくしゃ

のお墓
はか

。 

・権力
けんりょく

が強
つよ

ければ強いほど、古墳も（   ）くなる。（はにわも多
おお

く、豪
ごう

華
か

に。） 

・大王は日本
に ほ ん

の国
くに

を造
つく

った（    ）の子孫
し そ ん

とされる。 

・古墳時代のことを（    ）時代と呼
よ

ぶこともある。 

・古墳時代の後半
こうはん

には、大王よりも権力
けんりょく

の強い豪族〔（    ）氏
し

や物部
もののべ

氏
し

〕 

が現
あらわ

れる。 

 

②飛鳥
あ す か

時代 

 ・（      ）が推古
す い こ

天皇の摂政
せっしょう

となり、（   ）中心
ちゅうしん

の政治
せ い じ

を行
おこな

う。 

    （        ）の制度
せ い ど

… 家柄
いえがら

や身分
み ぶ ん

に関係
かんけい

なく、個人
こ じ ん

の能力
のうりょく

に 

応
おう

じて役
やく

職
しょく

を授
さず

ける。 

    （        ）… 官僚
かんりょう

や豪族
ごうぞく

に対
たい

する心
こころ

構
がま

えを説
と

いたもの。 

    （        ）… 僧侶
そうりょ

や学生
がくせい

を隋
ずい

（現在
げんざい

の中国
ちゅうごく

）に派遣
は け ん

し、 

最新
さいしん

の（    ）や技術
ぎじゅつ

を持
も

ち帰
かえ

らせる。 

      現存
げんそん

する世界
せ か い

最古
さ い こ

の木造
もくぞう

建築
けんちく

、（      ）を建
た

てる。 

 

     死後
し ご

は再
ふたた

び豪族が権力を持
も

ち始
はじ

める。（蘇我蝦夷
そ が の え み し

・入
いる

鹿
か

の親子
お や こ

） 

 

 ・中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

が、中臣鎌足
なかとみのかまたり

と（        ）を行う。 

     『大化』は日本初
はつ

の（    ）。 

     日本の政治
せ い じ

を、再
ふたた

び（   ）中心
ちゅうしん

のものへと戻
もど

す。 

 

☆この時代の重要
じゅうよう

人物
じんぶつ

 

 

 

 

 

（      ） （      ） （      ） （      ） 

・ 厩戸皇子
うまやどのおうじ

の

別名
べつめい

。数々
かずかず

の伝説
でんせつ

がある。 

・隋
ずい

の皇帝
こうてい

からの

手紙
て が み

を紛失
ふんしつ

した。

（わざと？） 

・ 即位後
そ く い ご

は 天智
て ん じ

天皇
てんのう

と呼
よ

ばれる。 

・子
こ

の不
ふ

比
ひ

等
と

が日

本 で 初
はじ

め て 姓
せい

(藤原
ふじわら

)を授
さず

かる。 



【 大陸
たいりく

から学
まな

んだ国
くに

づくり 】（   ）時代
じ だ い

～（   ）時代 
 

① 大陸
たいりく

との関
かか

わりについておさらいしよう！ 

     現在
げんざい

の（     ）のこと。 

いつ頃
ごろ

？ 当時
と う じ

の国名
こくめい

 中心
ちゅうしん

人物
じんぶつ

 出来事
で き ご と

 

紀元
き げ ん

後
ご

57年
ねん

頃？ 漢
かん

（後
ご

漢） 奴
なの

国王
こくおう

 
光武
こ う ぶ

帝
てい

から（    ） 

を授
さず

かる 

220 年頃？ 魏
ぎ

 (     ) 
親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

として銅鏡
どうきょう

 

100枚
まい

を授かる 

478 年 宋
そう

 武
ぶ

王
おう

 
「（  ）王

おう

武
ぶ

」として 

認
みと

められる 

607 年～ 隋
ずい

 (     ) 
（     ）として 

小野
お の の

妹子
い も こ

らを派遣
は け ん

する 

630 年～ （  ） 

 

（     ）として 

犬上
いぬがみの

 御田鍬
み た す き

らを派遣する 

～894年 〃  
(      )の発案

はつあん

に 

より、交流
こうりゅう

が停止
て い し

される 
 

② 白鳳
はくほう

文化
ぶ ん か

と天平
てんぴょう

文化と国風
こくふう

文化 

（    ）文化 （    ）文化 （    ）文化 

７世紀
せ い き

終盤
しゅうばん

～８世紀初頭
しょとう

 ８世紀初頭～８世紀終盤 10世紀～12世紀中盤
ちゅうばん

 

主
おも

に(    )時代 主に(    )時代 主に(    )時代 

 

 

 

高松
たかまつ

塚
づか

（    ）壁画
へ き が

 (    )寺
じ

正倉院
しょうそういん

 （    ）院
いん

鳳凰堂
ほうおうどう

 

（  ）教
きょう

の影響
えいきょう

大
だい

 (     )経由
け い ゆ

･国際的
こくさいてき

 (        )独特
どくとく

の味
あじ

わい 
 

③ この時代
じ だ い

の重要
じゅうよう

人物
じんぶつ

 

 

(       )。 

遣唐使
けんとうし

に任命
にんめい

されたが、

唐
とう

の衰退
すいたい

と航路
こ う ろ

の危
き

険
けん

性
せい

を訴
うった

え、停
てい

止
し

させる。 
 

(       )。 

天皇
てんのう

の外戚
がいせき

として権
けん

力
りょく

を

振
ふ

るう。（     ）の光
ひかる

源氏
げ ん じ

のモデルと言
い

われる。 



【 貴族
き ぞ く

の政治
せ い じ

と武士
ぶ し

のおこり 】主
おも

に（   ）時代
じ だ い

   
 

①藤原
ふじわら

氏
し

の繁栄
はんえい

 
 

  －→中臣鎌足
なかとみのかまたり

が、（          ）の功績
こうせき

で賜
たまわ

った姓
せい

（苗字
みょうじ

）。 

・最
もっと

も繁
はん

栄
えい

したのが、藤原（    ）・ 

頼道
よりみち

親子
お や こ

の頃
ころ

。 

・自分
じ ぶ ん

の娘
むすめ

を（    ）家
け

に嫁
とつ

がせ、 

娘
むすめ

の産
う

んだ子
こ

や孫
まご

を（    ）にし 

て権力
けんりょく

を握
にぎ

った。 

・天皇
てんのう

の摂政
せっしょう

になったり、関白
かんぱく

の位
くらい

をも 

 らったりしたことから、この頃の政治 

 を（        ）と呼
よ

ぶ。 

・藤原定子
て い し

に仕
つか

えた清少納言
せいしょうなごん

が（      ）を、彰子
しょうし

に仕えた紫式部
むらさきしきぶ

が 

（       ）を書
か

いた。 
 

②武士
ぶ し

の台頭
たいとう

 

 ・元
もと

は貴族
き ぞ く

の用心棒的
ようじんぼうてき

存在
そんざい

。乱
らん

や合戦
かっせん

を平定
へいてい

する中
なか

で武力
ぶりょく

をつけていった。 

  ・（      ）の乱 … 935 年、関東
かんとう

地方
ち ほ う

で起
お

きた。 

  ・藤原純友
すみとも

の乱 … 939年、（       ）地方で起きた。 

  ・保元
ほうげん

の乱 … 1156 年、武士が地方から中央
ちゅうおう

に出
で

るきっかけとなった。 

  ・平治
へ い じ

の乱 … 1159 年、（    ）が源氏
げ ん じ

に勝
か

ち、権力を握るきっかけと

なった。 
 

③この時代の重要
じゅうよう

人物
じんぶつ

 

 

 

 

 

（      ） （     ） （      ） （      ） 

娘
むすめ

を３人
にん

、天皇
てんのう

の

后
きさき

（中宮
ちゅうぐう

）にした。『
「

この世
よ

をば我
わ

が世
よ

と

ぞ思
おも

う望月
もちづき

の欠
か

けた

ることもなしと思
おも

え

ば』を詠
よ

んだ。 

女流
じょりゅう

作家、歌人。随

筆『枕草子』は平
へい

安
あん

文学
ぶんがく

の 代
だい

表作
ひょうさく

の 一

つ。藤原定子に仕え

た。現代
げんだい

で言うエッセ

イスト、辛口
からくち

批評家
ひひょうか

。 

日本
に ほ ん

最古
さ い こ

の 長編
ちょうへん

小説
しょうせつ

と言
い

われる「源

氏 物 語 」 の 作者
さくしゃ

。

宮 中
きゅうちゅう

の様子
よ う す

を書
か

い

た「紫式部日記」も残
のこ

している。 

平治の乱で 勝
しょう

利
り

。

武士として初
はじ

めて太

政大臣に任
にん

命
めい

される。

日
にっ

宋
そう

貿易
ぼうえき

で 財政
ざいせい

基盤
き ば ん

を整
ととの

えた。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E7%AD%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9E%95%E8%8D%89%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E7%89%A9%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E7%89%A9%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%AB%E5%BC%8F%E9%83%A8%E6%97%A5%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%B2%BB%E3%81%AE%E4%B9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E5%A3%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E6%94%BF%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E6%94%BF%E5%A4%A7%E8%87%A3


【 三
さん

英傑
えいけつ

と日本
に ほ ん

統一
とういつ

 】 (   ・   )時代
じ だ い

～(    )時代初頭
しょとう

 
 

①（        ）「鳴
な

かぬなら （          ） ホトトギス」 

 1534年…尾張
おわりの

国
くに

（現在
げんざい

の(    )県
けん

西部
せ い ぶ

）に生
う

まれる。 

 1560年…(     )の戦
たたか

いで今川
いまがわ

義元
よしもと

を倒
たお

す。 

 1571年…比叡山
ひえいざん

延暦寺
えんりゃくじ

を焼打
や き う

ち。 

1573 年…15代
だい

将軍
しょうぐん

(    )義
よし

昭
あき

を追放
ついほう

。室町
むろまち

幕府
ば く ふ

を倒
たお

す。 

 1575年…(    )の合戦
かっせん

で武田軍
たけだぐん

を破
やぶ

る。 

 1576年…近江
お う み

国
のくに

（現在の滋賀
し が

県）に(    )城
じょう

を築
きず

く。 

 1576年…(    )城下
じょうか

を楽
らく

市
いち

とする。 

 1582年…(    )の変
へん

。明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

に襲
おそ

われ敗
はい

死
し

。(享年
きょうねん

49歳
さい

) 

 

②（        ）「鳴かぬなら （          ） ホトトギス」 

 1537年…(    )国
のくに

（現在の愛知県）に生まれる。 

1582 年…本能寺
ほんのうじ

の変後
ご

、山崎
やまざき

の戦いで(        )を破る。 

信長の後継
こうけい

となり、太閤
たいこう

(    )を行
おこな

う。 

1583 年…(   )城の築城
ちくじょう

開始
か い し

。 

1586 年…太政
だじょう

大臣
だいじん

となって(    )の姓
せい

を賜
たまわ

る。 

1587 年…バテレン(    )令
れい

を出
だ

す。 

1588 年…(    )令
れい

を出し、兵農
へいのう

分離
ぶ ん り

を進
すす

める。 

1590 年…(        )を服従
ふくじゅう

させ、奥州
おうしゅう

平定
へいてい

。全国
ぜんこく

統一
とういつ

。 

1592 年…文
ぶん

禄
ろく

の役
えき

 

1597 年…慶長
けいちょう

の役 

1598 年…(        )死去
し き ょ

。（享年 73歳） 

 

③(       )「鳴かぬなら （          ） ホトトギス」 

1543 年…三河
み か わ

国
のくに

（現在の(    )県東部
と う ぶ

）に生まれる。 

    幼少期
ようしょうき

を、織田氏
し

→今川
いまがわ

氏の人質
ひとじち

として過
す

ごす。 

1600 年…(      )の戦いで西軍
せいぐん

に勝利
しょうり

。 

1603 年…征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

に任命
にんめい

され、（    ）幕府
ば く ふ

を開
ひら

く。 

1614 年…(    )冬
ふゆ

の陣
じん

 

1615 年…(    )夏
なつ

の陣 

1616 年…(        )死去
し き ょ

。（享年 75歳） 

 

☆①②③は、時代
じ だ い

を大
おお

きく動
うご

かした三人
さんにん

として「      」と呼ばれる。 

二度
に ど

の(    )出兵
しゅっぺい

。 

(    )家
け

の滅亡
めつぼう

。 


